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地
域
で
助
け
合
う

 

　

  
 

 

　〜
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
〜

　災
害
被
害
の
軽
減
は
、

① 

自
助
… 

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

② 

共
助
… 

地
域
や
近
隣
の
人
々
同
士
が
助
け
合
う

③ 

公
助
… 

自
衛
隊
、消
防
、警
察
な
ど
に
よ
る
救
助

　
　
　
　
　
　

 

活
動
、
避
難
所
の
開
設
な
ど
の
支
援

　こ
の
３
つ
の
組
み
合
わ
せ
で
実
現
さ
れ
ま
す
。

　災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
災
害
の
規
模

が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
公
的
支
援
の
機

能
は
減
衰
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
発
生
の
時
間

帯
に
よ
っ
て
初
動
の
対
応
が
全
く
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

　例
え
ば
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
震
直
後
、
16
万
４
千
人
が
、
が
れ
き

の
下
敷
き
に
な
り
、
約
８
割
の
人
は
自
力
で
脱
出
し
ま
し
た
が
、
約
３
万
５
千

人
が
生
き
埋
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
要
救
助
者
の
う
ち
、
近
隣
の
住
民
が
救
出
し
た
の
は
、
２
万
７
千
人（
約

８
割
）で
、
そ
の
８
割
が
生
存
し
て
い
ま
す
。

　一
方
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
が
救
出
し
た
約
８
千
人（
約
２
割
）の
半
数
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
災
害
発
生
か
ら
24
時
間
以

内
の
救
出
は
、
特
に
生
存
率
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
こ
と
か
ら
も
、
高
齢
化
が
進

み
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
日
頃
か
ら

隣
近
所
や
地
域
に
お
け
る
助
け
合
い

は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
の
未
だ
公
的

支
援
が
十
分
で
な
い
時
の
近
隣
地
域

住
民
同
士
の
助
け
合
い
は
、
そ
の
現

場
で
の〝
大
き
な
力
〞と
な
り
ま
す
。

特
集

　昨
年
、
県
内
で
行
わ
れ
た
防
災
士
の
資
格
免
許
合
格
者
が
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、

地
域
で
防
災
活
動
に
取
り
組
む
住
民
の
方
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

な
ぜ
�
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
？
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 自
主
防
災
組
織
と
は
・
・
・

　地
域
住
民
に
よ
る
任
意
の
防
災
組
織
で
あ
り
、
主
に

町
内
会
・
自
治
会
が
母
体
と
な
っ
て
地
域
住
民
が
自
主

的
に
連
帯
し
て
防
災
活
動
を
行
う
任
意
団
体
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　川
原
地
区
の
住
民
た
ち
で
構
成
さ
れ
た『
川
原
ご
ん
げ
ん
自
主
防
災
会
』（
永

友
克
己
会
長
）が
４
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
で
は
、
初
の
組
織
誕
生
で
、

早
速
、
5
月
19
日（
日
）に
発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
炊
き
出
し
訓
練
や
発
水
訓
練
な
ど
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
朝
か

ら
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
っ
た
た
め
、
炊
き
出
し
訓
練
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　と
に
か
く「
自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
る
。」と
い
う
こ
と
が
一
番
、
そ
の
後

に
家
族
、
地
区
住
民
。
今
後
、
炊
き
出
し
訓
練
は
地
区
の
行
事
な
ど
で
も
行
っ

て
い
き
た
い
し
、
多
く
の
地
区
住
民

が
機
械
の
操
作
な
ど
が
で
き
る
よ
う

随
時
集
ま
っ
て
訓
練
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、

そ
の
地
区
に
応
じ
た
防
災
の
計
画
を

作
る
必
要
が
あ
る
。

　地
域
や
自
治
公
民
館
な
ど
を
単
位
と
し
て
結
成
さ
れ
た『
自
主
防
災
組
織
』

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　①
木
城
町
自
主
防
災
組
織
整
備
推
進
要
綱
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
組
織

　
　で
、現
に
そ
の
規
約
な
ど
に
基
づ
く
活
動
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
組
織

　①
防
災
資
機
材
の
購
入
費

　②
自
主
防
災
組
織
の
活
動
費

　③
防
災
士
の
資
格
取
得
に
か
か
る
経
費

　①
20
万
円（
上
限
）又
は
10
万
円
と
加
入
世
帯
数
に
2
千
円
を
乗
じ
た

　
　額
を
合
わ
せ
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

川
原
地
区
に『
自
主
防
災
組
織
』誕
生
！

地区住民と関係機関など約60人が意見交換を
行いました。

地域の女性たちが中心となって「はがま飯」や
「しし汁」などの炊き出しを行いました。

交
付
の
条
件

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

補
助
金
額

活
動
に
必
要
な
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
�

永
友
会
長
の
コ
メ
ン
ト



﹁
菜
�
葉
屋
﹂が
優
秀
賞
受
賞

 5
月
22
日︵
水
︶

︻
ニ
�
�
ウ
�
ル
シ
テ
�
宮
崎
︼

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ！
福
祉
ス
ポ
�
ツ
大
会

 6
月
3
日︵
月
︶

︻
町
体
育
館
︼

﹁
人
権
の
花
運
動
﹂贈
呈
式

 5
月
27
日︵
月
︶

︻
中
学
校
体
育
館
︼

第
2
回
木
城
町
民
防
災
講
座

 6
月
9
日︵
日
︶

︻
リ
バ
リ
ス
︼

まちの話題 まちの話題ま
ちの話題
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　みやざきの食と農を考える県民
会議が主催する「食と農の絆づく
りコンクール」農産物直売所部門
で、菜っ葉屋が優秀賞に選ばれま
した。これは、商品面、販売促進、
地域貢献、安全安心性、継続性の
5 つの項目で審査され、地産地消
及び食育の推進に取り組んだ活動
が評価されたものです。

　毎年恒例の大会とあって、約
400名の参加者が競技を楽しみま
した。当日は、午前と午後の部に
分かれ、計15種目が行われました。
明治41年生まれ、105歳の荒川ツ
ワコさんも 2 つの競技に参加する
など、参加された選手の皆さんは、

「1 年に 1 回のこの大会を毎年楽
しみにしている」と笑顔で話され
ました。

　「人権の花運動」とは、小・中
学生に花を育ててもらって、思い
やりの心を育んでもらう事を目的
に、法務省と県が取り組んでいる
事業です。この日は、花の苗、プ
ランター、立て看板などが贈呈さ
れました。代表して木城小 6 年の
瀬木颯真くんが「きれいな花を見
て、いじめがなくなってほしい。
人権の大切さを知ってもらうよう
頑張ります」とあいさつしました。

　当日は、宮大工学部准教授の村
上啓介先生が「災害に強い地域づ
くりを目指して」をテーマに“木
城で起こりうる災害を想定した防
災対策のあり方や自主防災組織の
重要性”について講演されました。
また、防災士の黒木逸郎さんが「防
災士の役割」について、社会福祉
協議会福祉活動専門員の高井博さ
んが「災害救援ボランティア」に
ついて意見発表を行いました。



平成25年度行政事務連絡員のみなさんです！

住所 氏　名 住所 氏　名 住所 氏　名 住所 氏　名

田　畑 三隅　達郎 溜　水 市岡　政弘 岸立団地 平塚　好博 木　寺 神田輝美雄

一向瀬 稗嶋　哲男 百合野 日野原義文 湯屋ヶ坂 渡邊　光國 白木八重 永友　文法

重　木 森　　正美 岩渕上 税田　忠雄 横小路 宮本　俊郎 川　原 小嶋　達男

四日市 押川　逸夫 岩渕下 中竹　憲俊 立小路 萱嶋　　了 櫛　野 宮本　峰男

池田住宅 稲田　和孝 コスモス住宅 永光　一則 御　池 隈江　政利 谷　内 宮越　智利

出店北 上川　安博 中島団地 末永　和子 高城住宅 井本　正幸 上河内 篠原美知子

出店東 山下　捷夫 比　木 永友　公夫 下　鶴 廣田　直温 石河内本村 永友　　正

出店西 間卋田辰郎 中川原 鎌田　義春 田　神 篠原　清光 鳥　子 江藤　靖人

出店南 杉田　秀一 向河原立山 永友　雅幸 岩　戸 黒木　康行 中八重 金丸　誠志

中椎木 江口　将生 中川原住宅 宮田　公生 新岩戸 牧平　幸男 鵜　懐 森　　律夫

陣之内 髙木　孝次 町 鹿嶋　清文 駄　留 藤尾　次郎 中之又 黒木　　正

牧之内 小竹　　明 平　城 黒木雄二郎 仁君谷 山口　憲治

中　原 西村　広行 在　南 本田　則行 北　山 北嶋　定則

（敬称略）

広報　きじょう5

人間萬歳
NinGenBanZai

● 自己紹介

　6月に高鍋町から引っ越してきました。父母、
祖父母、妻の妹も一緒に 8人で暮らしてます。
分かりやすく言うと“マスオさん”です。“笑”
　木城のことは、分らないことが多いので、色々
と教えてください。よろしくお願いします。

（サザエさん家より１人勝ってますよ。賑やかでいいですね。）

● 最近の出来事！

　妻と娘が「しんかんちゃー」というエイサー団体に入ってます。2人とも体は小さいんですが、
度胸はあるみたいです。5月19日に新富町で行われたエイサー演舞会で堂々とおどってて感動し
ました。
　これから夏祭りで毎週いろんな所でおどってると思います。チビな2人を見つけてください。“笑”

（エイサーの踊りって、かなりハードでしょ？　シ～サ～サァ～ッ！）

● その他・・・コメント

　娘が木城小２年になり、一緒に学校に行った時、みんなが元気なあいさつをしてくれて本当す
ばらしいと思いました。１日目から「木城町」のいい所を見つけました！！

（子どもの元気なあいさつは、本当に気持ちがいいですね。心が晴れます！）

◇ お  仕  事：会社員
◇ 趣　  　味：旅行
◇ 家族構成：妻・長女

倉
くらかけ

掛　秀
ひであき

明 さん　(32歳)　出店南

　このコーナーは、毎回町内在住 ･ 勤務され
ているいろんな方々に登場していただきます。
　さて、今回登場するのは、この人！

1年間よろしくお願いします。



木城っ子応援隊が活躍しています！！

PTAニュースポーツ教室を開催しました !! 福寿大学（中央・石河内）・中央婦人学級が開講しました!!

生涯学習情報コーナー

製作：木城町生涯学習推進協議会

No.92いぶき
～活力と潤いに満ちた生きがいと魅力ある町づくり～

交通安全教室

ディスゲッター
的を狙って !!

カローリング
目指せ ! 高得点 !!

がっこうのまわりたんけん

　「地域の子どもは地域で支える」という思いのもと、よりよい学校教育の環境を支援する
ため、現在 83 名の方々が登録している「木城っ子安全守る隊・応援隊」が今年度もご活躍
されています。
　木城町のこれからを担う子ども達の健やかな成長を支える活動に今後も注目していきた
いと思います。

　本町の高齢者の生きがいづくりを目的とす
る福寿大学、毎月１回、町内の女性の趣味と
教養を充足させる学習の場を提供する中央婦
人学級の合同の開級式が行われました。
　今回は、田口晃史町長を講師に迎え、「木城
町政」について講話をしていただきました。
　今年度もこれまで以上に様々な内容の学習
を予定しています。

生涯学習人材バンク「かがやき人」登録者の募集について
町内の皆様の知識、経験を活かし、学校や地域の講座などに対し、ご協力いただく「かがやき人」を募集しています。
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　5 月 30 日（木）木城小学校講堂で開催され
ました。当日はスポーツ推進委員の方々の
指導により、PTA 関係の大人 17 名、子ど
も 5 名の参加者がカローリング、ディスゲッ
ター、インディアカの種目を体験し、皆で
楽しい時間を過ごしました。

対象者：町内に住んでいる人もしくは仕事をしている人
登録方法：リバリス事務室にて、所定の用紙にご記入して下さい。

≪お問い合わせ先≫
   リバリス（教育課）：TEL 32ｰ2369



♪

♬

副島（左）・松尾（右）ペア

広報　きじょう7

　木城ジュニアソフトテニス少年団に所属する松
ま つ お

尾礼
れ な

奈さん（木城小 5 年）と副
そ え じ ま

島朝
あ さ み

水さん
（高鍋西小 5 年）のペアが、今年 3 月 30日（土）・31日（日）に千葉県白子町で行われた第 12
回全国小学生ソフトテニス大会の女子 4 年生以下の部 4 位トーナメントで優勝という素晴
しい成績を残しました。2 人はペアを組んでまだ 1 年ですが、息の合ったプレーで次々に
出てくる強豪を相手にトーナメントを勝ち進みました。

　松尾礼奈さんは、「今年も全国大

会に行けるように練習を頑張る！」

　副島朝水さんは、「今までよりも、

1 試合でも多く試合ができるように

練習を頑張りたい！」と今シーズン

の抱負を語ってくれました。

≪中竹義一監督のコメント≫
　木城小・高鍋東小・高鍋西小の子ども達 25 名で合同練習をしています。初めて全国大会に

行きましたが、次につなぐ選手を育成するために一生懸命練習に励んでいます。やってみたい

と思う方は、木城町体育館に見学に来てください。火・木曜日の午後 5 時からと土曜日の午

後 1 時から練習しています。

1 試合目　4－ 1（山口県）
2試合目　1－ 4（埼玉県）
3試合目　1－ 4（岐阜県）
4試合目　2－ 4（京都府）

1 回 戦　4－ 3（山梨県）
2 回 戦　4－ 1（愛知県）
3 回 戦　4－ 2（島根県）
準 決 勝　4－ 3（新潟県）
決 　 勝　4－ 0（福岡県）

1日目
（予選リーグ）

2日目
（4位トーナメント）

　毎日放送しているコスモス通信のコーナーで『わたしの健康法』と題し、日頃から実践し
ていることやおすすめの健康法を募集します。

電話でなら・・・32−4725
ＦＡＸでなら・・32−3440
メールでなら・・soumu@town.kijo.jp
お便りなら・・・〒884-0101 木城町大字高城1227-1　木城町役場総務課まで

※ ご応募いただいた方には、粗品をご用意していますので、たくさんの応募をお待ちしています。

いろいろな「健康法」を募集します!!

全国大会で大健闘!

応
募
方
法



● 町の人口（25年 6月 1日現在） ・人口 5,146人〈先月比 -2〉  　男：2,394人〈+1人〉    女：2,752 人〈-3人〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・世帯数 1,967世帯（先月比±0世帯）　　    　　  ・町面積　146.02 k㎡

発行：木城町役場　〒884-0101 宮崎県児湯郡木城町大字高城 1227-1　TEL 0983-32-4725／ FAX 0983-32-3440
編集：総務課




